
社会福祉法人若竹会 役員及び評議員の報酬等に関する規程 

 

（目的及び定義） 

第１条 この規程は、社会福祉法人若竹会（以下、「この法人」という。）の定款第８条及 

び第２１条の規程に基づき、役員及び評議員の報酬等に関し必要な事項を定めるこ

とを目的とする。 

 

（定義等） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところに 

   よる。 

（１） 役員とは、定款第１５条に基づき置かれる理事及び監事をいう。 

（２） 業務執行理事とは、法人の業務を執行させるために選定した理事をいう。 

（３） 評議員とは、定款第５条に基づき置かれる者をいう。 

 

（報酬等の支給） 

第３条 当法人は、役員及び評議員には次のとおり報酬を支給する。法人の職員を 

   兼務し、職員給与が支給されている役員等に対しては、報酬は支給しない。 

（１） 理事及び監事：支給しない 

（２） 業務執行理事：支給する 

（３） 評議員：支給しない 

 

（報酬額の算定方法） 

第４条 業務執行理事に対する報酬額は、月額２００，０００円とする。ただし、理事会

において決定する。 

 

（報酬の支給方法） 

第５条 報酬は、通貨をもって本人に支給する。ただし、本人から申し出があったときは､

法人の指定する本人名義の金融機関の口座に振り込むことができる。 

２ 報酬の計算期間は月の１日から末までとし、支給日は、翌月２５日とする。ただし、

その日が休日又は日曜日若しくは土曜日に当たるときには、その日前におけるその日に

最も近い休日又は日曜日若しくは土曜日でない日とする。 

３ 報酬は､法令の定めるところによる控除すべき金額を控除して支給する。 

 

（公 表） 

第６条 この法人は、この規程をもって、社会福祉法第５９条の２第１項第２号に定める

報酬等の支給の基準として公表する。 



（改 廃） 

第７条 この規程の改廃は、評議員会の決議によって行なう。 

 

附 則 

この規程は平成２９年 ６月２２日(評議員会の議決日)から施行し､平成２９年４月１日

から適用する。 

附 則 

この規程は令和 ３年 １２月 ２４日(評議員会の議決日)から施行する。 

附 則 

この規程は令和 ４年 ６月 ２４日(評議員会の議決日)から施行し、令和 ４年 ４月 

１日から適用する。 

 

 


